
（
内
閣
府
設
置
法
の
一
部
改
正
）

第
六
条

内
閣
府
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
二
条
第
二
項
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

平
成
三
十
八
年
三
月
三
十
一
日

女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に
関
す
る
基
本
方
針
（
女
性
の
職

業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
六

十
四
号
）
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。）の
策
定
及
び
推
進
に

関
す
る
こ
と
。

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

総
務
大
臣

山
本

早
苗

厚
生
労
働
大
臣

塩
崎

恭
久

平成年月日 金曜日 (号外第号)官 報
４

協
議
会
は
、
関
係
機
関
及
び
前
二
項
の
構
成
員
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
関
係
機
関
等
」
と
い
う
。）が
相
互
の

連
絡
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に
有
用
な
情
報
を
共
有
し
、
関
係
機
関
等
の

連
携
の
緊
密
化
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に
関
す
る
取

組
に
つ
い
て
協
議
を
行
う
も
の
と
す
る
。

５

協
議
会
が
組
織
さ
れ
た
と
き
は
、
当
該
地
方
公
共
団
体
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
旨
を
公

表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
秘
密
保
持
義
務
）

第
二
十
四
条

協
議
会
の
事
務
に
従
事
す
る
者
又
は
協
議
会
の
事
務
に
従
事
し
て
い
た
者
は
、
正
当
な
理
由
な
く
、
協

議
会
の
事
務
に
関
し
て
知
り
得
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
協
議
会
の
定
め
る
事
項
）

第
二
十
五
条

前
二
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
協
議
会
の
組
織
及
び
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
協
議
会
が
定
め

る
。

第
五
章

雑
則

（
報
告
の
徴
収
並
び
に
助
言
、
指
導
及
び
勧
告
）

第
二
十
六
条

厚
生
労
働
大
臣
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
第
八
条
第
一
項
に
規

定
す
る
一
般
事
業
主
に
対
し
て
、
報
告
を
求
め
、
又
は
助
言
、
指
導
若
し
く
は
勧
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
権
限
の
委
任
）

第
二
十
七
条

第
八
条
か
ら
第
十
二
条
ま
で
及
び
前
条
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
の
権
限
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
一
部
を
都
道
府
県
労
働
局
長
に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
二
十
八
条

こ
の
法
律
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
実
施
の
た
め
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

第
六
章

罰
則

第
二
十
九
条

第
十
二
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
職
業
安
定
法
第
四
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
業
務
の
停
止

の
命
令
に
違
反
し
て
、
労
働
者
の
募
集
に
従
事
し
た
者
は
、一
年
以
下
の
懲
役
又
は
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

第
三
十
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

一

第
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
違
反
し
た
者

二

第
二
十
四
条
の
規
定
に
違
反
し
た
者

第
三
十
一
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、六
月
以
下
の
懲
役
又
は
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

一

第
十
二
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
な
い
で
、
労
働
者
の
募
集
に
従
事
し
た
者

二

第
十
二
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
職
業
安
定
法
第
三
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
指
示
に
従
わ
な
か
っ

た
者

三

第
十
二
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
職
業
安
定
法
第
三
十
九
条
又
は
第
四
十
条
の
規
定
に
違
反
し
た
者

第
三
十
二
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

一

第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
た
者

二

第
十
二
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
職
業
安
定
法
第
五
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
又
は
虚

偽
の
報
告
を
し
た
者

三

第
十
二
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
職
業
安
定
法
第
五
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
り
若
し
く
は
検
査

を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
、
又
は
質
問
に
対
し
て
答
弁
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
陳
述
を
し
た
者

第
三
十
三
条

法
人
の
代
表
者
又
は
法
人
若
し
く
は
人
の
代
理
人
、
使
用
人
そ
の
他
の
従
業
者
が
、
そ
の
法
人
又
は
人

の
業
務
に
関
し
、
第
二
十
九
条
、
第
三
十
一
条
又
は
前
条
の
違
反
行
為
を
し
た
と
き
は
、
行
為
者
を
罰
す
る
ほ
か
、

そ
の
法
人
又
は
人
に
対
し
て
も
、
各
本
条
の
罰
金
刑
を
科
す
る
。

第
三
十
四
条

第
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
報
告
を
し
た
者
は
、
二
十
万
円
以
下
の
過
料

に
処
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
章
（
第
七
条
を
除
く
。）、
第
五
章
（
第
二
十
八

条
を
除
く
。）及
び
第
六
章
（
第
三
十
条
を
除
く
。）の
規
定
並
び
に
附
則
第
五
条
の
規
定
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一

日
か
ら
施
行
す
る
。

（
こ
の
法
律
の
失
効
）

第
二
条

こ
の
法
律
は
、
平
成
三
十
八
年
三
月
三
十
一
日
限
り
、
そ
の
効
力
を
失
う
。

２

第
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
委
託
に
係
る
事
務
に
従
事
し
て
い
た
者
の
当
該
事
務
に
関
し
て
知
り
得
た
秘
密

に
つ
い
て
は
、
同
条
第
四
項
の
規
定
（
同
項
に
係
る
罰
則
を
含
む
。）は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
に
規

定
す
る
日
後
も
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

３

協
議
会
の
事
務
に
従
事
し
て
い
た
者
の
当
該
事
務
に
関
し
て
知
り
得
た
秘
密
に
つ
い
て
は
、
第
二
十
四
条
の
規
定

（
同
条
に
係
る
罰
則
を
含
む
。）は
、
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
に
規
定
す
る
日
後
も
、
な
お
そ
の
効
力

を
有
す
る
。

４

こ
の
法
律
の
失
効
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
の
法
律
は
、
第
一
項
の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
、
同
項
に
規
定
す
る
日
後
も
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
三
条

前
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、こ
の
法
律
の
施
行
に
伴
い
必
要
な
経
過
措
置
は
、

政
令
で
定
め
る
。

（
検
討
）

第
四
条

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
三
年
を
経
過
し
た
場
合
に
お
い
て
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
状
況
を
勘
案
し
、

必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
法
律
の
規
定
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置

を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
社
会
保
険
労
務
士
法
の
一
部
改
正
）

第
五
条

社
会
保
険
労
務
士
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
八
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
第
二
十
号
の
二
十
五
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二
十
の
二
十
六

女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に
関
す
る
法
律（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
六
十
四
号
）
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